
　調理学習では鮭を3枚におろ
す体験や、生筋子をいくらにする
体験を行いました。
　最後に漁協女性部、浜の母さん
が作った鮭が入った浜鍋、イク
ラ、鮭フレークを笑顔いっぱいに
して食べていました。

豊浦小学校 5 年生
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　11月17日（月）、豊浦小学校5年生への出前
授業「鮭・いくら調理体験」が行われました。
　これは豊浦町の特色ある漁業について理解を
深め、また鮭の一生を通して生物や自然に対す
る興味関心を高めたり、地域産物の鮭やホタテ
を調理し試食することによって地域への愛着を
深めるという総合学習です。
　いぶり噴火湾漁業協同組合豊浦支所女性部の
方々、漁師の柳本さん、噴火湾とようら観光協会
の田中さんが講師として授業を行い、豊浦の水
産資源に関する講話や、ホタテ養殖に使うロー
プの結び方などを学んでいました。


